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        No. 2480
2019 年 6 月 3 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

参
院
選
一
人
区
32
の
う

ち
30
区
で
立
憲
野
党
の
統

一
候
補
決
定（
29
日
）。「
市

民
連
合
と
13
項
目
の
政
策

で
合
意
し
た
。画
期
的
だ
」

「
何
と
し
て
も
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
も
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
来
日
。

「
貿
易
交
渉
に
つ
い
て『
８

月
に
発
表
が
で
き
る
と
思

う
』
と
話
し
た
。
７
月
の

選
挙
が
終
わ
っ
た
ら
発
表

と
は
ひ
ど
い
」「
最
終
日
は

横
須
賀
基
地
の
『
か
が
』

に
乗
り
こ
ん
だ
」「
Ｆ
35
Ｂ

を
搭
載
で
き
る
よ
う
改
修

☆ 

消
費
税
10
％
へ
の
増

税
を
中
止
す
る

☆ 

く
ら
し
に
希
望
を
―

３
つ
の
提
案

１
、８
時
間
働
け
ば
ふ
つ

う
に
く
ら
せ
る
社
会
を
―

―
賃
上
げ
と
労
働
時
間
の

短
縮
で

●
最
低
賃
金
を
た
だ
ち
に

全
国
ど
こ
で
も
１
０
０
０

日
本
共
産
党
の
参
議
院
選
挙
政
策  

第
一
弾

消
費
税
増
税
の
中
止  

く
ら
し
に

希
望
を
―
３
つ
の
提
案

　

家
計
を
応
援
し
、
貧
困
と
格
差
を
た
だ
し
、

　

明
日
に
希
望
が
持
て
る
政
治
を

円
に
引
き
上
げ
、
１
５
０

０
円
を
め
ざ
し
、
全
国
一

律
の
最
低
賃
金
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

●
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
の
廃

止
、「
残
業
は
週
15
時
間
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
ま
で
」
と
上
限
を
労
働

基
準
法
で
規
制
す
る
な
ど
、

長
時
間
労
働
を
是
正
し
ま

す
。

●
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
を
は
じ
め
、
非
正
規

労
働
者
の
正
社
員
化
を
す

す
め
ま
す
。

●
保
育
・
介
護
・
障
害
福
祉

労
働
者
に
国
の
責
任
で
、た

だ
ち
に
月
５
万
円
の
賃
上

げ
し
、
一
般
労
働
者
と
の

格
差
を
な
く
し
て
い
き
ま

す
。

２
、
く
ら
し
を
支
え
る
社

会
保
障
を

●
公
費
1
兆
円
の
投
入
で

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

を
抜
本
的
に
引
き
下
げ
ま

す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
を
国
の
制
度
に
。

●
物
価
が
上
が
っ
て
も
年

金
を
上
げ
な
い
仕
組
み
を

廃
止
し
て
「
減
ら
な
い
年

金
」
に
し
ま
す
。
低
年
金

者
（
基
礎
年
金
満
額
以
下
）

の
年
金
を
年
間
６
万
円
上

乗
せ
し
、
底
上
げ
し
ま
す
。

●
低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
を
３
分
の
２
の
水
準
に

軽
減
し
ま
す
。

●
安
倍
政
権
が
行
っ
た
生

活
保
護
の
削
減
を
中
止
し
、

支
給
水
準
を
回
復
し
ま
す
。

●
障
害
者
（
児
）
福
祉
・

医
療
の
無
料
化
を
す
す
め

ま
す
。

３
、お
金
の
心
配
な
く
、学

び
、
子
育
て
が
で
き
る
社

会
を

●
す
べ
て
の
学
生
を
対
象

に
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
の
授
業
料
を
、す
み
や
か

に
半
分
に
値
下
げ
し
、段
階

的
に
無
償
化
を
は
か
り
ま

す
。

●
給
付
奨
学
金
は
、
政
府

案
の
低
所
得
者
を
対
象
に

し
た
制
度
に
加
え
て
、
月

額
３
万
円
（
年
額
36
万
円
）

の
給
付
奨
学
金
制
度
を
つ

く
り
、
全
体
で
70
万
人
の

学
生
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。す
べ
て
の
奨
学

金
を
無
利
子
に
し
ま
す
。

●
私
立
高
校
の
負
担
の
軽

減
を
す
す
め
、高
校
教
育
の

無
償
化
を
は
か
り
ま
す
。

●
学
校
給
食
の
無
償
化
を

は
じ
め
、
義
務
教
育
で
残

さ
れ
て
い
る
教
育
費
負
担

を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

●
「
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
」
を
消
費
税
に
頼

ら
ず
実
施
し
ま
す
。
認
可

保
育
所
を
30
万
人
分
新
た

に
増
設
し
、
保
育
水
準
を

確
保
し
な
が
ら
待
機
児
童

を
解
消
し
ま
す
。

☆ 

７
・
５
兆
円
の
新
た
な

財
源
で
可
能
に
―
「
消
費

税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
」

で
（
別
表
）

（
全
文
は
共
産
党
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

す
る
、
事
実
上
の
空
母
だ
。

と
ん
で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

川
崎
殺
傷
事
件
。
児
童

ら
19
人
被
害（
28
日
）。「
恐

ろ
し
い
事
件
が
起
き
た
」

「
犯
人
は
51
才
の
無
職
の

男
性
」「
突
然
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
た
児
童
や
家
族
の

心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
」

「
児
童
の
登
下
校
に
保
護

者
が
付
き
添
っ
て
い
る
光

景
を
見
受
け
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
内
閣
府
の
３
月
の
発

表
で
は
中
高
年
の
引
き
こ

も
り
が
61
万
人
い
る
と
い

う
」「
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

大
相
撲
夏
場
所
、
朝
乃

山
優
勝
。「
三
役
未
経
験
で

は
58
年
ぶ
り
」「
栃
ノ
心
の

大
関
復
帰
が
決
ま
っ
た
」

「
朝
乃
山
―
栃
ノ
心
戦
は

微
妙
だ
っ
た
」「
物
言
い
の

説
明
が
不
明
瞭
だ
」「
千
秋

楽
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
入

場
で
水
を
さ
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

降
旗
康
男
監
督
死
去

（
20
日
、
84
歳
）。『
ホ
タ

ル
』「『
駅STATIO

N

』『
鉄

道
員
ぽ
っ
ぽ
や
』
な
ど
心

に
染
み
る
作
品
を
残
し

安倍 9 条改憲 NO ！参院選で政治を変えよう！
若者憲法集会 2019

　　　　　　6月 9日（日）

10：00 ～ 12：00　分科会（都内各会場）

13：30 ～メイン集会：都立青山公園

　　　　　　　　（千代田線乃木坂駅徒歩２分）

15：00 ～デモ

主催：若者憲法集会実行委員会

　

安
倍
政
権
は
「
原
発
の

発
電
コ
ス
ト
が
安
い
」
と

宣
伝
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
宣
伝
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
が
政
府
の
会
議

に
出
し
た
資
料
で
、
世
界

で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
が
大

き
く
低
減（
図
）。
こ
れ
に

対
し
原
発
の
発
電
コ
ス
ト

「
原
発
は
安
い
」

　
　

の
根
拠
が
崩
壊

　

再
生
エ
ネ
の
３
倍
高
い

は
増
大
し
、
太
陽
光
発
電

や
陸
上
風
力
発
電
の
３
倍

以
上
。
こ
れ
に
廃
炉
や
核

廃
棄
物
処
分
の
経
費
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

福
島
第
１
原
発
の
事
故

処
理
費
用
は
10
兆
円
を
超

え
て
増
え
つ
づ
け
、
既
存

原
発
を
再
稼
働
す
る
た
め

の
「
安
全
対
策
費
」
は
高

騰
し
て
電
力
11
社
で

４
兆
６
千
億
円
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
電
気

料
金
な
ど
に
転
嫁
さ
れ
、

国
民
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

い
ま
原
発
は
産
業
と
し
て

も
全
く
未
来
が
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

横
田
空
域

 

日
米
合
同
委
員
会
で
つ
く
ら

 

れ
た
空
の
壁

　
　

吉
田
敏
浩
著

  　

  

角
川
新
書
８
４
０
円

　

羽
田
空
港
へ
の
国
際
線

乗
入
れ
拡
大
計
画
で
、
都

心
上
空
を
低
空
飛
行
す
る

た
め
反
対
運
動
が
起
き
て

い
る
。
三
浦
半
島
東
端
か

ら
伊
豆
半
島
西
端
ま
で
の

幅
の
線
を
北
上
さ
せ
て
群

馬
県
を
包
む
領
域
を
想
像

し
て
下
さ
い
。
そ
の
上
空

が
米
軍
横
田
基
地
管
理
の

「
横
田
空
域
」。
日
本
の
主

権
が
及
ば
な
い
空
域
で
す
。

　

首
都
上
空
を
外
国
に
占

領
さ
れ
て
い
る
の
は
異
常
、

し
か
も
条
約
で
は
な
く
、

日
米
合
同
委
員
会
が
密
室

で
設
定
し
て
い
る
。
平
和

と
安
全
を
考
え
る
上
で
実

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
未
臨
界
核
実
験
に

断
固
抗
議
す
る

　
　

   

日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
が
談
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
25
日

　

一
、
米
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
今
年
２
月
に

未
臨
界
核
実
験
を

行
っ
た
こ
と
に
、
断

固
抗
議
す
る
。
未
臨

界
核
実
験
は
、
同
政

権
と
し
て
は
２
回
目

で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
実

験
を
や
め
る
よ
う
厳
重
に

求
め
る
。

　

一
、
今
回
の
未
臨
界
核

実
験
は
、
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）第
６
条
に
明
記

さ
れ
た
核
軍
縮
義
務
に
反

す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
早
期
発
効
を

求
め
る
国
際
社
会
の
大
き

な
流
れ
に
対
す
る
重
大
な

挑
戦
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
に
核
兵
器
と
核

開
発
の
放
棄
を
求
め
な
が

ら
、
自
身
は
核
兵
器
の
近

代
化
と
強
化
を
公
然
と
す

す
め
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
を
め
ざ
す
今

後
の
交
渉
に
悪
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
、
安
倍
首
相
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
の
首
相

と
し
て
、
来
日
し
た
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
と
の
会
談
で
、

米
国
が
未
臨
界
核
実
験
を

行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
抗

議
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
、日
本
共
産
党
は
、国

際
舞
台
で
も
、
国
内
で
も
、

被
爆
者
の
方
々
と
手
を
携

え
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」を
実
現
す
る
た
め
、引

き
続
き
全
力
を
つ
く
す
決

意
を
表
明
す
る
。

連
続
夏
日
に
な
っ
た
」「
暑

い
、
そ
し
て
時
々
す
ご
い

勢
い
で
雨
が
降
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で
い

る
。
石
神
井
公
園
駅
の
新

し
い
駅
舎
の
天
井
に
う
ま

く
巣
を
作
っ
て
雛
に
エ
サ

を
頻
繁
に
運
ん
で
い
る
」

「
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
始
め

た
。
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
か

ら
通
研
正
門
へ
の
道
端
に
、

柏
葉
ア
ジ
サ
イ
が
満
開
」

「
黄
色
い
ヒ
ド
コ
ー
ト（
キ

ン
シ
バ
イ
）
の
花
が
咲
き

出
し
た
」

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
海
道
佐
呂
間
で
39
・

５
度
（
26
日
）。「
東
京
は

５
月
だ
と
い
う
の
に
４
日


